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春闘知事交渉
とき　４月26日（火）　　　ところ　県庁人事課分室

第１回 支部・単組・専門部組織部長会議
第１回　組織部委員会

とき　４月27日（水）　　　ところ　教育会館多目的ホール
４月27日（水）に、第１回組織部長会議、組織部委員会を開催しました。
組織部長会議では、組織部委員会の議案について協議しました。また、組織部長の任
務について確認しました。
組織部委員会では、まず、今年度の重点について仁木組織部長が提起しました。

� （裏面へ続く）

４月14日の両教組春闘教育長交渉からの積み上げ交渉として、地公労春闘
知事交渉を４月26日に行いました。広瀬知事からの委任を受けた尾野賢治副
知事に対して、高教組の参加者が職場実態を踏まえて、超勤縮減へのとりく
みや全県一区の課題の検証など、様々な要求をしました。
今回の交渉は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から規模を縮小し
ての実施となり、高教組は９人が交渉に臨みました。
～高教組からの要求～
○ICTを効率的に使用していくためにも、ICT支援員の増員をお願いしたい。
○多くの普通科高校で定員割れが生じている。全県一区によって生じた課題
を検証し、現状をどうしていくのか県と教育委員会で十分に考えてもらい
たい。
○休日の部活動の交通費が大きな負担となっているので、改善していただき
たい。
最後に、以下のような最終回答が出されました。今後も、多くの諸課題の
解決にむけて、引き続き要求を続けていきます。
＜最終回答＞
令和４年度の人事委員会勧告の取扱いについては、労働基本権制約の代替
措置として維持尊重するという基本姿勢に立って、給与が勤務条件の基本に
係る重要な事項であることに鑑み、これまでどおり努力していきたい。 安倍事務職組委員長堀尾現業職組委員長
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第２回教員採用試験対策講座
とき　５月８日（日）　　　ところ　教育会館201研修室

【2022 組織部活動目標】
分会１人以上の新規加入をめざすとともに、全員で組織強化にとりくむ実践

組織強化の重点
①職場で定期的に組合員同士が集まる場の設定に努めながら情報を共有し、横のつながりを強化
する体制を築きます。
②組合員一人ひとりが「高教組に所属している」と実感できる運動をすすめます。
組織拡大の重点
①年間を通して未組織者の状況把握・情報共有に努めます。
②組織拡大にむけて、組合員全員でとりくみます。
③臨時・非常勤教職員を含む未組織者へ、継続的に高教組運動のとりくみを伝えます。

その後、22年度のとりくみ内容や、組織対策費の活用について協議を行いました。
今年度の新規加入は、26名です。（５月15日現在。再雇用を含む。）　新規組合員が在籍する分会
のとりくみを発表してもらいました。
～加入までのとりくみ～
○分会長が、常に声かけをしたり未組織者を集めて集会を開いたりした。
○まずは期限付に加入し、１年間一緒に活動をした結果、正式加入につながった。
○組合は、自分たちのためだけではなく生徒のためでもあることを伝え続けた。

継続した地道なとりくみが、加入へとつながっていきます。全員でのとりくみをお願いします。
※加入オルグを希望する場合は、いつでも本部に連絡をしてください。

第２回教員採用試験対策講座を県教組と合同で実施しました。高教組を通じての参
加者は、組合員を含めて９名でした。今回の講座は、主に人権教育や安全教育につい
ての内容でした。一人ではなかなか勉強しづらい分野ですが、講師の上田さんには、
問題集を基に丁寧に解説をしていただきました。
今年度実施の教員採用試験について、募集要項も発表されました。
今後も、高教組は受験者の合格のために、対策講座等のとりくみを行います。

～受講生の感想～
○前回に引き続き、大変参考になりました。問題集も、使いやすい構成になっており、分かりやすい解説でした。
○一つひとつの問題を解く時間を設け、その後の解説に時間をとっており、解説が充実しているのでよい。
○自分一人で勉強をしていて、解釈が難しいところを詳しく知ることができ、ためになった。これまで採用試験を受験し
たことがなく、なんとなく勉強していたが、周りの参加者の空気感を感じることができ、熱心にとりくもうと思えるきっ
かけになった。

五十川文代さん（大分西）

小手川寛弥さん（佐伯豊南）

1966年　福岡県久留米市生まれ、高校卒業まで久留米で育つ
1989年　�熊本大学教育学部音楽科を卒業し、福岡県内の小中学

校で教職に就く
2003年　�福岡県教職員組合講師連絡会メンバー・結成準備世話

人として、臨時採用教職員の組合結成にむけとりくむ。
2005年　福岡県教職員組合臨時採用教職員部が発足
2009年　福岡県教職員組合臨時採用教職員部部長
2012年　福岡県教職員組合朝倉支部執行委員
2018年　日本教職員組合専門委員
2020年　日本教職員組合特別中央執行委員

第26回 参議院議員選挙・日政連予定候補者

教育現場の声を国会へ届けるため、
頑張ります。
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